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私
は
、
平
成
十
五
年
一
月
二
十 

七
日
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
の
も
と
、
市
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
三
期

十
二
年
の
間
、
常
に
市
民
目
線
に

立
っ
た
公
平
・
公
正
な「
市
民
本

位
の
市
政
」の
推
進
に
誠
心
誠
意

取
り
組
み
、
市
長
と
し
て
の
職
責

を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
十
五

年
一
月
に
初
め
て
市
長
に
就
任
し

ま
し
た
時
は
、
市
民
病
院
や
図
書

館
の
移
転
改
築
な
ど
大
型
事
業
が

一
段
落
し
た
後
、
特
に
赤
穂
駅
周

辺
整
備
事
業
に
お
け
る
様
々
な
課

題
が
あ
る
中
で
の
就
任
で
あ
り
ま

し
た
。

　

赤
穂
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
赤

穂
駅
の
橋
上
化
に
よ
る
南
北
自
由

通
路
の
実
現
や
新
快
速
電
車
の
増

発
に
つ
な
が
る
な
ど
市
民
の
利
便

性
が
大
き
く
向
上
し
た
一
方
で
、

赤
穂
駅
周
辺
整
備
株
式
会
社
の
経

営
健
全
化
に
つ
い
て
民
事
再
生
に

よ
る
再
建
の
道
を
選
択
し
、
損
失

補
償
を
伴
う
負
担
が
発
生
す
る
な

ど
市
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
心

配
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

市
の
賑
わ
い
の
場
と
し
て
、
赤
穂

の
玄
関
口
の
火
を
消
し
て
は
な
ら

な
い
と
の
考
え
の
も
と
、
そ
の
都

度
最
善
と
思
わ
れ
る
対
応
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
め
て
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
究
極
の
行
財
政
改
革
と
位
置

づ
け
た「
上
郡
町
と
の
合
併
」に
つ

い
て
、
最
終
的
に
住
民
投
票
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
合
併
は

断
念
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
や
孫
の
世

代
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
持
続
可

能
な
自
立
し
た
財
政
を
確
立
す
る

た
め
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
本
格
的
な
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
す

る
と
と
も
に
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
は

高
度
化
、
多
様
化
す
る
な
か
、
元

気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
赤
穂
を
創
造

す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
一
月

を
起
点
と
す
る
十
年
間
の
新
た
な

総
合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
で
は
、
赤
穂
市

の
都
市
像
を
、「
人
が
輝
き 

自
然

と
歴
史
・
文
化
が
薫
る 

や
さ
し

い
ま
ち
」と
定
め
、
特
に
、
今
日

的
な
課
題
と
し
て
、「
子
育
て
支
援

対
策
」、「
地
域
活
性
化
対
策
」、「
安

全
・
安
心
対
策
」の
３
点
を
重
点

施
策
と
位
置
づ
け
、
誰
も
が「
住

ん
で
良
か
っ
た　

住
み
続
け
た
い

　

住
ん
で
み
た
い
」ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
や
市
内
全
域
で
の
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
又
は
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
開
設
、
さ
ら
に
は
児
童
館
の

建
設
な
ど
の「
子
育
て
支
援
対
策
」。

　

市
内
循
環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」

や
東
備
西
播
定
住
自
立
圏
事
業
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
て
い

じ
ゅ
う
ろ
う
」の
運
行
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
と
住
民
相
互
の
交

流
、
さ
ら
に
は
、
赤
穂
国
際
音
楽

祭
や
赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
積
極
的
な
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
に
よ
る「
地
域
活
性
化
対

策
」。

　

福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
全
て

の
人
に
や
さ
し
い「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
」の
実
現
や
、
風
水
害
等

の
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、

身
体
を
守
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
防
災
行
政
無
線
の

整
備
や
小
中
学
校
の
校
舎
等
の
耐

震
対
策
補
強
工
事
な
ど
様
々
な
防

災
事
業
を
実
施
し
た「
安
全
・
安

心
対
策
」。

　

そ
の
他
、
第
二
期
基
本
構
想
に

基
づ
く
市
民
病
院
整
備
事
業
や
、

健
康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
機
能

を
包
括
し
た
赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
の
整
備
促
進
、
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
拠
点
と
な
り
ま
す
赤
穂
海
浜
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、

多
く
の
事
業
に
つ
い
て
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
温
か
い

ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い「
ふ
る
さ
と
赤
穂
」が
全
国
に
誇

れ
る
ま
ち
と
し
て
一
層
発
展
す
る

こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
と
と
も

に
、
新
市
長
を
中
心
に
日
本
一
魅

力
の
あ
る
ま
ち「
赤
穂
」が
実
現
す

る
こ
と
を
心
よ
り
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
力

で
駆
け
抜
け
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

の
十
二
年
間
、
皆
様
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
退

任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
お
礼
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
の
ご

信
託
を
い
た
だ
き
、
市
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、

今
後
四
年
間
、
全
身
全
霊
で
職
務

に
専
念
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
急
速
な
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
す

る
、
未
だ
か
つ
て
ど
の
国
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
て

お
り
、
右
肩
上
が
り
を
前
提
と
し

た
従
来
の
制
度
や
仕
組
み
が
う
ま

く
機
能
し
な
く
な
る
中
、
様
々
な

分
野
で
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
現
在
、〝
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
〞の
創
生
と
好
循
環

を
確
立
す
る
た
め
の「
地
方
創
生
」

が
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
る

中
で
、
国
・
地
方
と
も
に
持
続
的

発
展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

に
い
か
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域

を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
て
い
く
か
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
絞

り
、
新
た
な
取
組
に
も
挑
戦
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
四
十

年
余
の
豊
富
な
行
政
経
験
を
活
か

す
と
と
も
に
、「
信
念
と
情
熱
」「
誠

実
と
信
頼
」「
創
造
と
改
革
」を
信

条
に
、
総
合
計
画
の
都
市
像
で
あ

る「
人
が
輝
き　

自
然
と
歴
史
・

文
化
が
薫
る　

や
さ
し
い
ま
ち
」

を
目
指
し
て
、
次
の
五
つ
の
柱
を

基
本
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
安
全
・
安
心
に
生
活

で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
市
民
病
院
の
充

実
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
活
躍

支
援
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

二
つ
は
、「
自
然
と
共
生
す
る
住

み
よ
い
ま
ち
」を
目
指
し
、
豊
か

な
自
然
、
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
を

保
全
し
、
土
地
の
利
活
用
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

　

三
つ
は
、「
産
業
と
交
流
が
盛
ん

な
活
力
の
あ
る
ま
ち
」を
目
指
し
、

赤
穂
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
定
住
促

進
の
拡
充
、
利
便
性
の
高
い
道
路

網
の
構
築
等
に
努
め
ま
す
。

　

四
つ
は
、「
生
涯
に
わ
た
り
夢
を

育
む
ま
ち
」を
目
指
し
、
幼
児
教

育
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
、
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

　

五
つ
は
、「
市
民
と
行
政
が
と
も

に
歩
む
ま
ち
」を
目
指
し
、
開
か

れ
た
市
政
の
推
進
、
将
来
に
責
任

の
持
て
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
堅
実

な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
努
め 

ま
す
。

　

新
た
な
挑
戦
に
は
勇
気
と
努
力

が
必
要
で
す
。
私
は
、
前
市
政
が

積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
成
果
の
上

に
立
ち
、
良
い
と
こ
ろ
は
さ
ら
に

伸
ば
し
な
が
ら
、
新
し
い
発
想
で

市
民
の
皆
様
や
現
場
の
声
を
お
聴

き
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
ま
ち
づ
く
り
、
効
率
的
な
市
政

運
営
に「
オ
ー
ル
赤
穂
市
」の
体
制

を
と
り
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

も
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
「
住
み
良
い
赤
穂
」の
実
現
に
向

け
、共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

就
任
あ
い
さ
つ

前
赤
穂
市
長

　
豆

　
田

　
正

　
明

元気で魅力あふれるまちへ

１月27日、明石元秀市政がスタート

　任期満了に伴う赤穂市長選挙の投開票が１月18日に
行われ、第７代赤穂市長に明石元秀氏が当選しました。

赤穂市長　明　石　元　秀

■新市長の略歴■

氏　　名　明
あか

  石
し

   元
もと

  秀
ひで

生年月日　昭和25年10月17日（64歳）

昭和44年３月　赤穂高等学校卒業
昭和48年３月　桃山学院大学経済学部卒業
昭和48年４月　赤穂市役所入庁
平成14年４月　企画部長
平成16年４月　教育次長
平成17年４月　安全管理監
平成19年４月　赤穂市副市長に就任
 （～平成26年９月８日）
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平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
26
年
中

（
平
成
26
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
）に
収
入
が
あ
る
次
の
よ
う
な

人
は
、
必
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

１  

事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
が
あ

る
人

①  

営
業
、
農
業
、
大
工
、
左
官
や

外
交
員
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
人

②  

地
代
、
家
賃
、
配
当
や
年
金
な

ど
の
各
種
収
入
が
あ
る
人（
不

動
産
所
得
の
経
費
に
算
入
す
る

固
定
資
産
税
は
、
平
成
26
年
度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

課
税
明
細
書
の「
税
額
相
当
」を

集
計
し
て
く
だ
さ
い
。）

２
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人

①  

給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②  

給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
に
も
所
得
が
あ
る
人

（
市
県
民
税
の
場
合
は
、
こ
れ

が
20
万
円
以
下
で
も
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

③  

給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

④  

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
な

い
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
人

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

は
収
入
の
な
い
人
で
も
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
申

告
が
必
要
で
す
。

①  

非
課
税
収
入（
遺
族
年
金
、
雇

用
保
険
、
仕
送
り
な
ど
）が
あ

る
人

②  

土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
て
譲

渡
所
得
が
あ
る
人（
特
別
控
除

以
下
の
場
合
も
）

※  

申
告
に
よ
り
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
人
は
郵
送
に
よ
る
申
告
が

で
き
ま
す
。①
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告

で
、
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

人
②
所
得
税
の
確
定
申
告
で
、
特

に
申
告
相
談
の
必
要
が
な
い
人

※  

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
、
添
付
書
類（
源
泉

徴
収
票
、
国
民
年
金
保
険
料
控

除
証
明
書
、
生
命
・
地
震
保
険

料
控
除
証
明
書
な
ど
）を
同
封

し
、
次
の
住
所
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
申
告

　

〒
678

－

0292

　

赤
穂
市
加
里
屋
81
番
地

　

赤
穂
市
役
所 

税
務
課

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告

　

〒
678

－

0055

　

相
生
市
那
波
本
町
６
番
１
号

　

相
生
税
務
署

■
申
告
が
必
要
な
人

■  
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人

■
郵
送
に
よ
る
申
告

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
も
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
確
定
申
告
を
す

れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①  

平
成
26
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ

た
人

②  

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合（
介
護
保
険
制
度
下
で
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

の
対
価
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

③  

災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
一

定
の
資
産
に
損
害
を
受
け
た
場

合
④  

所
得
が
少
な
い
人
で
、
配
当
所

得
、
株
式
等
譲
渡
所
得
や
原
稿

料
収
入
が
あ
る
場
合（
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

は
国
保
税
が
高
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

⑤  

寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付
金

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合

⑥  

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増

改
築
等
を
し
、
一
定
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合（
適
用
要
件

や
必
要
書
類
は
、
相
生
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
確

定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
で
す
。

●  

要
件　

公
的
年
金
等
の
収
入
金

額（
２
ヵ
所
以
上
の
場
合
は
そ

の
合
計
額
）が
４
０
０
万
円
以

下
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
に
該
当
す
る
人

　

な
お
、
要
件
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、
医
療
費
控
除
の
追
加
等
で

所
得
税
等
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
で
も
、
市
県
民

税
で
生
命
保
険
料
控
除
等
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
市
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
収
入
関
係
】

●  

源
泉
徴
収
票　

給
与
所
得
、
公

的
年
金
等
の
あ
る
人

●  

労
務
日
数
や
賃
金
が
確
認
で
き

る
書
類（
会
社
か
ら
の
支
払
い

証
明
書
な
ど
）

●  

収
支
内
訳
書　

事
業
所
得
等
の

あ
る
人
は
、
総
収
入
金
額
や
必

要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。（
農
業
所
得
の
あ
る
人

も
収
支
計
算
が
必
要
で
す
。）

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

 

所
得
税
等
が
還
付
さ
れ
る
場
合

■
公
的
年
金
等
を

 

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

■
申
告
に
必
要
な
も
の

【
控
除
関
係
】

●  

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
領
収
書
及
び
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か

る
書
類（
領
収
書
は
医
療
を
受

け
た
人
、
病
院
等
の
別
々
に
集

計
し
て
く
だ
さ
い
。）

※  

介
護
に
係
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」に
つ
い
て
は
広
報
あ
こ

う
２
月
号
の
15
頁
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

●  

雑
損
控
除（
災
害
・
盗
難
等
）を

受
け
ら
れ
る
人
は
、
損
害
等
の

明
細
書
、
災
害
関
連
支
出
の
領

収
書

●  

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
及
び
介
護
医
療
保
険
料
の
控

除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
そ
の

証
明
書

●  

社
会
保
険
料
控
除（
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
で

す
。）、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛

金
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

寄
付
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
そ
の
証
明
書
又
は
受
領
証

●  

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
そ
の
手
帳

※  

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
お

ら
れ
る
人
で
身
体
の
状
況
や
認

知
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
特

別
障
害
者
又
は
障
害
者
の
控
除

対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
あ
こ
う
２

月
号
の
15
頁
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

●
印
鑑

●  
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
人
は
、

金
融
機
関
の
口
座
番
号（
申
告

者
名
義
の
口
座
）

　

会
社
な
ど
を
退
職（
定
年
退
職

を
除
く
）さ
れ
、
そ
の
後
３
ヵ
月

以
上
無
職
、
無
収
入
で
あ
る
場
合

な
ど
、
納
税
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
減
免
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
役
所
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
市
県
民
税
の
減
免

 

納
税
が
著
し
く
困
難
な
人
は

問税務課 市民税係　☎４３・６８０３
　相生税務署 代表　☎２３・０２３１

　

税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、
平
成
26
年
中
の
所
得
税
額
を
計
算
す
る
ほ
か
、
平
成
27
年

度
の
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

申
告
の
受
付
は
、
税
務
署（
所
得
税
の
み
）と
次
表
の
日
程
に
よ
り
市
民
会
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。
都
合
の
よ

い
日
に
必
要
な
資
料
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
納
税
者
の
方
が
申
告
書
を
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
く
自
書
申
告
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
、
申
告
書
に
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
な
い

人
は
、
税
務
課
、
各
地
区
申
告
受
付
会
場
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
は
、
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）ま
で

始
ま
り
ま
す 

税
の
申
告

■税務署・税理士による所得税等の申告受付日程
区　分 会　場 月　日

○所得税相談
○ 税理士による相談 市民会館

２月18日（水）
２月19日（木）
２月20日（金）

●申告受付時間
　午前９時30分～正午、午後１時～午後４時
※  譲渡所得・贈与税の申告相談は行っていません。
※  市民会館の駐車スペースには限りがあるため、大変な
混雑が予想されますのでご留意ください。

■市・県民税の申告受付日程
会　場 ２　月 ３　月

市 民 会 館
★２月18日㈬
★２月19日㈭
★２月20日㈮

城 西 公 民 館 ★２月25日㈬ 　３月３日㈫
　３月13日㈮

塩 屋 公 民 館 ★２月24日㈫ 　３月６日㈮
　３月16日㈪

赤穂西公民館 　３月４日㈬
福浦コミセン 　２月17日㈫

尾 崎 公 民 館 ★２月23日㈪ 　３月５日㈭
　３月10日㈫

御 崎 公 民 館 ★３月２日㈪
　３月11日㈬

坂 越 公 民 館 　２月26日㈭ 　３月９日㈪
高 雄 公 民 館 　２月16日㈪
有 年 公 民 館 ★２月27日㈮ 　３月12日㈭
申告受付時間　午前９時30分～午後４時
全申告会場　午前９時30分からの開始となります。
※  市役所税務課窓口では、申告受付は行っていません。
※市民会館は混雑が予想されます。
※  ★印のついた日の正午から午後１時までの申告受付はできません。
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平成27年度実施の主な税制改正（個人市県民税）母親クラブ「子育ての輪」

「窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業」を実施しています

赤穂市母子世帯等奨学生を
募集します

変　更　前 変　更　後

適 用 期 限 平成25年12月31日 平成29年12月31日

控除限度額 97,500円 ※136,500円

※  平成26年４月以降に入居された方で、住宅に関する
費用の額に含まれる消費税の税率が８％又は10％
の場合に適用されます。

　平成26年１月から３月までに入居された方の控除
限度額は現行の97,500円になります。

【保存が必要な書類】
・収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
・業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）
・決算に関して作成し又は、受領した請求書、納品書等
・業務に関して作成し又は、受領した請求書、納品書等

変　更　前 変　更　後
市　民　税 1.8％ 3％
県　民　税 1.2％ 2％
合　　計 ３％ ５％

　東日本大震災からの復興を図ることを目的として、
復興施策に必要な財源を確保するための特別措置とし
て、平成25年分から平成49年分までの間、所得税額
の2.1％の相当額をご負担いただく復興特別所得税が
創設されました。
　復興特別所得税の詳細については、相生税務署へお
問い合わせください。

　詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）をご覧ください。

●  住宅借入金等特別税額控除が延長され、控
除限度額が拡大されます

●  平成26年１月より記帳・帳簿等の保存が義
務化されています。（白色申告者）

●  平成26年分からの上場株式等の配当・譲渡
所得等の軽減税率が廃止されます

税務署からのお知らせ

●  平成25年分の所得税から適用される復興
特別所得税が創設されました（所得税）

●  自宅のパソコンで確定申告書等が作成でき
ます

　子どもを持つお母さんたちが、お互いの親睦を図りな
がら、子育てや子どもたちを取り巻く問題について話し
合ったり、研修会や講習会への参加、地域の特性を生
かした行事などをして地域ぐるみで活動しています。
●活動内容
・創作や夏祭り、クリスマス会などの季節の行事
・親子体操やクッキングなどの体験教室
・公園の安全点検などのボランティア活動
●入会について
　次の連絡先にご確認の上、お申し込みください。
（入会申し込みの開始時期は、地区により異なります）

クラブ名 主な活動場所 連絡先

赤穂地区母親クラブ 加里屋児童館 ☎43・2360
（加里屋児童館）

塩屋地区母親クラブ
（乳児・幼児） 塩 屋 児 童 館 ☎42・0455

（塩屋児童館）
西部地区母親クラブ 赤穂西公民館

尾崎地区母親クラブ 赤穂東児童館 ☎45・7115
（赤穂東児童館）御崎地区母親クラブ 赤穂東児童館

坂越地区母親クラブ 坂 越 児 童 館 ☎48・8624
（坂越児童館）

●問い合わせ先　子育て健康課 ☎４３・６８０８

　市では、市民課窓口において赤穂観光マスコットキャラクター「陣
たくん」を用いて積極的なＰＲ活動を行い、本市在住者への市民サー
ビス向上と本市に本籍を有する市外在住者の「ふるさと」赤穂への親
近感を高めることで、間接的ではありますが人口減少対策の一助と
なるよう以下の取り組みを行っています。

⑴赤穂ＰＲスタンプの押印
　  　本市に本籍を有する市外在住者からの戸籍郵送請
求など、市外に発送する文書に「陣たくん」と赤穂の
誇る四季折々のイベント等（春は桜、夏は花火、秋
は船祭、冬は牡蠣など）をデザインしたスタンプを
押印し、全国各地に「播州赤穂」を発信しています。

⑵婚姻届出時の記念サービス
　  　婚姻届出時に、手に入れて動かせる「陣たくん」の
パペット人形を用いて記念撮影を行い、オリジナル
のフォトフレームとともにプレゼントし、２人の門
出を祝福する記念サービスを実施しています。（対
象：希望者）

⑶出生届出時の記念サービス
　  　出生届出時に、「陣たくん」のマスコット人形とマ

グネットシートをプレゼントし、出生を祝福する記
念サービスを実施しています。（対象：赤穂市に住民
登録する赤ちゃん）
⑷転入届出時のはがき作成サービス
　  　他市から転入された方に、親しい友人等へ引越の
お知らせをする慣習を利用して、「陣たくん」や赤穂
をＰＲしたデザインの「転居案内はがき」をプレゼン
トし、はがきが郵送されることにより全国各地に「播
州赤穂」を紹介しています。（対象：希望者）
●問い合わせ先　市民課 戸籍係　☎４３・６８１９

　市では、市内に居住する母子世帯・父子世帯・父母の
いない世帯の児童で、本年４月に高等学校に入学する人
のうち、能力があるにもかかわらず、経済的理由により
修学困難な人に対して、選考の上、奨学金を支給します。

●支給金額
・月額18,000円（平成26年度現在）
・年３回に分けて支給
●申請方法
・  市内中学校に通学の人＝申請書は各中学校で対象者
に配布しています。学校が指定する日までに各中学校
に提出してください。
・  市外中学校に通学の人＝申請書は子育て健康課の窓口
でお渡しします。２月25日（水）までに子育て健康課
に提出してください。
●支給決定　４月中旬頃に、各保護者に通知します。
●問い合わせ先　子育て健康課 ☎４３・６８０８

赤
穂
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
赤
穂
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
子
育
て
支
援
に
関
す

る
幅
広
い
分
野
の
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
会
議
の
公
募
委
員
と
し
て

参
画
し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

●  

応
募
資
格　
　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）の
人

で
、現
在
市
職
員
、市
議
会
議
員
及
び
本
市
の
他
の
公
募
委
員
で
な
い
こ
と
。

　

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人（
子
育
て
中
の
人
や
働
い
て
い
る
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
、会
議
の
開
催
時
間
に
配
慮
し
ま
す
。（
年

３
回
程
度
開
催
予
定
））

●
募
集
人
員　

２
名

●
委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

●  

応
募
方
法　

次
の
書
類
を
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　

８
０
０
字
程
度
の
作
文「
赤
穂
市
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」に
つ
い
て
、
ご
自
身
が
感
じ
て
い
る
子
育
て
に

対
す
る
思
い
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。　

住
所
、氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
載
し
た
申
込
書（
様
式
は
自
由
）

●
応
募
締
切　

３
月
２
日（
月
）必
着

●  

選
考
方
法
と
発
表　

選
考
審
査
会
に
よ
る
選
考
と
し
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

応
募
者
全
員
に
文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
部 

子
育
て
健
康
課

　

〒
678

－

0292　

赤
穂
市
加
里
屋
81
番
地

　

☎
43
・
６
８
０
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
・
３
３
９
６

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kosodate@
city.ako.lg.jp

▽

▽

▽

▽
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保健センター　☎４３・９８５５ 健康ページ

予
防
接
種
は

お
忘
れ
な
く
！

　

水
痘
は
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
の

直
接
接
触
、
飛
沫
感
染
あ
る
い
は
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
発

疹
が
主
症
状
で
、
か
ゆ
み
を
伴
い
ま
す
。

一
般
的
に
軽
症
疾
患
で
す
が
、
免
疫
不
全

状
態
の
患
者
で
は
重
症
と
な
り
、
脳
炎
を

合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●  

対
象
年
齢

　
生
後
12
月
か
ら
生
後
36
月

に
至
る
ま
で
の
人

※  

経
過
措
置（
生
後
36
月
か
ら
生
後
60
月
に

至
る
ま
で
の
人
）

　

  

　
ま
だ
接
種
が
終
わ
っ
て
な
い
人
は
、

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ

う
！

●  

注
意
点

　

以
前
に
、
任
意
の
予
防
接
種
と
し
て
水

痘
の
予
防
接
種
を
し
た
人
は
、
既
に
接

種
し
た
回
数
分
の
接
種
を
受
け
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
。

　

既
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
、
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

麻
し
ん
は
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
感
染
力
が
強
く
予

防
接
種
を
受
け
な
い
と
多
く
の
人
が
か
か

る
病
気
で
す
。
高
熱
と
発
疹
が
主
症
状 

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

▽▽麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

で
す
。

　

風
し
ん
は
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
発
疹
、
発
熱
、
後

頸
部
の
リ
ン
パ
の
腫
れ
が
主
症
状
で
す
。

●
対
象
年
齢

　

  

第
１
期　

生
後
12
月
か
ら
生
後
24
月
に

至
る
ま
で
の
人

　

第
２
期　

小
学
校
入
学
前
の
1
年
間

※  

平
成
27
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
幼

児
は
必
ず
３
月
31
日（
火
）ま
で
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
！

　

風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
妊
婦
が
妊

娠
早
期
に
か
か
る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
と
い
わ
れ
る
病
気
に
よ
っ
て
心
臓
病
、

白
内
障
な
ど
の
障
が
い
を
持
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

●  

助
成
対
象
者

　

こ
れ
ま
で
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
く
、
予
防
接
種（
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ

ン
又
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
で
次
の
①
又
は
②

に
該
当
す
る
人

①
19
歳
以
上
49
歳
以
下
の
妊
娠
を
予
定
し

て
い
る
女
性
又
は
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
②
妊
婦
の
同
居
家
族

●  

対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン

　

風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

●  

助
成
費
用

　

７
，０
０
０
円（
一
人
１
回
の
み
）

　

た
だ
し
、
接
種
費
用
が
７
，０
０
０
円
未

満
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
助
成
の

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成

　インフルエンザの予防にはみんなの「かからない」「う
つさない」という気持ちがとても大切です。
　手洗いでインフルエンザを予防して、かかったら、マス
ク等のせきエチケットも忘れないでください。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルや
ペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

マメに手洗い、マメにマスクでインフルエンザ予防！

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

指先・爪の間を念入りにこすります。 指の間を洗います。

流水でよく手をぬらした後、石けんを
つけ、手のひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこすります。

正しい手の洗い方
手洗いの前に！ ・爪は短く切っておきましょう

・時計や指輪は外しておきましょう

上
限
と
な
り
ま
す
。

●  

助
成
期
間

　

３
月
31
日（
火
）ま
で

●  

そ
の
他

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
予
防
接
種
費
用
助
成
券
発

行
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

市
外
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
行
っ
た

場
合
は
、
４
月
３
日（
金
）ま
で
に
助
成

金
の
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館
に
お

い
て
４
月
か
ら
６
月
に
生
活
習
慣
病
健
診

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、「
広
報
あ
こ

う
３
月
号
」と
一
緒
に
配
布
す
る「
生
活
習

慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」に
つ
い
て
い
る

「
受
診
申
込
は
が
き
」で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
こ
う
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

健
診
受
診
後
、
健
診
結
果
は
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　

健
診
結
果
で
、「
要
精
密
検
査（
詳
し
い

検
査
が
必
要
）」「
要
医
療（
受
診
勧
奨
）」に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
医

療
機
関
に
相
談
し
、
適
切
に
健
診
結
果
を

生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
う
一
度
、
健
診
結
果
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

西
播
磨
地
域
は
、
肝
臓
が
ん
の
死
亡
率

が
高
い
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

肝
臓
が
ん
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
な
る
べ
く

早
期
の
段
階
で
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
講
演
会
と

医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
６
日（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

※
講
演
会
は
午
後
３
時
30
分
終
了

●  

場
所　

た
つ
の
市
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

（
た
つ
の
市
龍
野
町
富
永
４
１
０
の
2
）

●  

講
演　

演
題「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
最
新

治
療
」 　

講
師
＝
公
立
宍
粟
総
合
病
院　

矢
田　

豊
部
長（
肝
臓
専
門
医
）

●
医
療
相
談
会　

保
健
師
等
に
よ
る
相
談

　
　

事
前
申
し
込
み
が
必
要（
定
員
１
２
０

名
、
先
着
順
）

　
　

費
用　

無
料

※  

医
療
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
講
演

会
参
加
に
加
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●  

申
し
込
み
先　

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所

（
龍
野
保
健
所
）

 

☎
０
７
９
１
・
63
・
５
６
７
７

▽▽４
月
か
ら
６
月
に

生
活
習
慣
病
健
診
を
実
施
し
ま
す

健
診
結
果
を
活
用
し
よ
う
！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
講
演
・
医
療
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

▽

▽▽

赤穂市民病院立体駐車場整備工事を実施します
平成27年３月から８月までの６ヵ月間（予定）は、老健あこう南側駐車場が使用できなくなります。

　市民病院増改築事業による新棟整備に伴い減
少する駐車台数を確保するため、老健あこう南側
の駐車場を立体化します。
　立体駐車場は、2階 3層の自走式駐車場で、
駐車台数が264台（現在161台）となります。
　工事期間中は、特に午前中は混み合い、入庫
にかなり時間を要することが予想されますので、
時間に余裕をもってお越しいただきますとともに、
なるべくバス等公共交通機関をご利用くださいま
すようお願いします。
　工事期間中は以下の駐車場をご利用ください。

●利用可能駐車場
　①老健西駐車場　　②公園跡駐車場
　③病院玄関前駐車場（障がい者等優先）
　④病院東駐車場　　⑤病院北駐車場

赤穂市民病院

老健あこう

県営赤穂
中広住宅

市民総合体育館

千種川

⑤病院北駐車場

④
病
院
東
駐
車
場

③病院玄関前駐車場

②公園跡　駐車場

①
老
健
西
駐
車
場

立体駐車場計画地

ご不便、ご迷惑をおかけしますがご協力のほどお願いします。
●問い合わせ先　赤穂市民病院 財務課 ☎４３・６４２１
　　　　　　　　　　　　　　 施設管理係 ☎４３・６４１７
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0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03
mg/m3ppm

年度

千種川（旧坂越橋）における水質の経年変化

市内８ヵ所における平均値の経年変化

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0
10.0
11.0

年度

mg/l

mg/l 地先海域の水質経年変化（11地点の平均値）

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0
10.0

年度

二
酸
化
硫
黄
・
二
酸
化
窒
素

浮
遊
粒
子
状
物
質

大気環境の状況

水環境の状況

二酸化硫黄

溶存酸素量

溶存酸素量

水素イオン濃度

水素イオン濃度

浮遊物質量
生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量

浮遊粒子状物質

二酸化窒素

0.011

0.019

0.004

2.6

8.2

8.2

9.9

7.4

6.0

1.0

　

河
川
水
質
に
つ
い
て
は
、千
種

川
・
長
谷
川
・
加
里
屋
川
・
新
川
・

大
津
川
・
塩
屋
川
・
矢
野
川
の
７

河
川
13
地
点
で
、ま
た
、海
域
水

質
に
つ
い
て
は
、地
先
海
域
11
地

点
で
水
質
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

河
川
と
海
域
の
各
項
目
ご
と

の
経
年
変
化
は
、グ
ラ
フ
等
に
示

す
と
お
り
概
ね
良
好
に
推
移
し

て
い
ま
す
。

市内主要河川の水質状況（平均値）
項目

河川名

調　査
地点数

水素イオン
濃度
（PH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）
 ㎎／ℓ

浮遊物質量
（SS）
 ㎎／ℓ

溶存酸素量
（DO）
 ㎎／ℓ

千 種 川 5 7.4 1.0 9 10.1

長 谷 川 1 7.1 0.6 1 10.9

加里屋川 2 7.6 2.2 5 10.7

新 川 1 8.0 1.0 3 11.8

大 津 川 2 7.4 1.7 2 9.4

塩 屋 川 1 7.8 1.7 5 9.2

矢 野 川 1 7.7 0.8 2 11.3

物　　質 基　　　　準　　　　値

二 酸 化 硫 黄 1時間値の1日平均値が0.04ppm以下であり､
かつ､ 1時間値が0.1ppm以下であること

浮遊粒子状物質 1時間値の1日平均値が0.10㎎/㎥以下であり、
かつ､1時間値が0.20㎎/㎥以下であること

二 酸 化 窒 素 1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppm
までのゾーン内又はそれ以下であること

　平成26年度版「赤穂の環境」は、赤穂の大
気・水質・騒音などの環境状況の調査結果を
はじめとする環境保全対策事業及び赤穂市
環境基本計画の進捗状況等について取りま
とめたものです。今回この中から、水環境と
大気環境の状況についてお知らせします。
なお、「赤穂の環境」は市ホームページ、図書
館で閲覧できます。
 問環境課　☎43・６８２１

　

大
気
環
境
に
つ
い
て
は
、市
内
８
ヵ
所

（
加
里
屋
・
塩
屋
・
大
津
・
鷏
和
・
尾
崎
・
砂

子
・
高
雄
・
有
年
）に
設
置
し
た
一
般
環
境

大
気
監
視
局
で
、二
酸
化
硫
黄
・
浮
遊
粒
子

状
物
質
・
二
酸
化
窒
素
な
ど
を
測
定
し
、

大
気
の
汚
染
状
況
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

各
項
目
ご
と
の
経
年
変
化
は
、グ
ラ
フ
に

示
す
と
お
り
低
い
濃
度
で
推
移
し
て
い 

ま
す
。

平成26年度版

赤穂の環境から

28

土

春の火災予防運動
住 宅 防 火

３つの習慣

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
　使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
　体制をつくる。

いのちを守る

７つのポイント

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎える
にあたり、みなさまに防火に対する意識を高めてい
ただき、火災の発生を防止し、高齢者等を中心と
する死者の発生を減少させるとともに、貴重な財
産の損失を防ぐことを目的として実施しているもの 
です。 問消防本部 予防課　☎43・６８８２

平成27年

平成26年中の火災状況

学童防火ポスター展

赤穂市で発生した火災は12件でした。
　【内　訳】
　　建物火災　　３件　　車両火災　　２件
　　林野火災　　１件　　その他火災　６件

　平成27年春の火災予防運動行事の一環とし
て、赤穂市内の小学校４年生を対象に防火ポ
スターを募集しました。入賞作品については、
次の日程で展示会を開催します。
●プラット赤穂　３月１日（日）～７日（土）
●イオン赤穂店　３月８日（日）～ 14日（土）
※  ３月１日から市ホームページでも掲載しま
す。

３月１日（日）～７日（土）
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2

親子で作成した備前焼のお茶碗を使って、MOAひまわりの
会の皆さんから教わったお茶の作法を披露する園児。お母さ
んに美味しい抹茶と笑顔を振る舞いました。
（１/21 塩屋幼稚園 ）

感謝の気持ちを込めて感謝の気持ちを込めて塩屋幼稚園のお茶会

昭和50年からはじまった坂越幼稚園の「とんど」
は、40年続く伝統行事。老人クラブ「第四宝珠会」
や地域の皆さん、げんこつクラブのお父さんの協
力により大小のとんどが並びました。みんな元気
で幸せになりますよう無病息災をお祈りしました。
（１/14 坂越幼稚園）

40年続く伝統行事40年続く伝統行事坂越幼稚園のとんど

新たな一歩を踏み出す新たな一歩を踏み出す成人祝賀式
新成人の門出を祝う「平成27年成人祝賀式」が開催され、389人が参加し、大きな一歩を踏み出しました。
12 晴れ着姿に身を包んだ新成人　3 模擬選挙の「ＡＫＯキャラ人気投票」　4 新成人代表として松下由梨亜さんは「自分の行動に
責任を持ち、常に向上心を持って前進したい」と、二十歳の誓いを述べました。　5 「10歳のありがとう」に乗せてメッセージを述べる
２分の１成人の村上逸美さん　6 人気投票の結果は、陣たくんの勝ち！　7 式典終了後、友人と記念写真（１/11  文化会館）

「第61回文化財防火デー」の取り組
みとして、県指定・重要有形文化財
の民俗資料館で消防訓練を実施しま
した。訓練終了後には、市内15箇所
の文化財等について予防査察を実
施しました。（１/26 民俗資料館）

文化財を火災から守る文化財を火災から守る文化財防火デー消防訓練

昭和２年にアメリカから親善交流の目的として
赤穂幼稚園に贈られた人形「ローズマリー」に、
播磨町平和大使でもある「メリー」が会いに来ま
した。この様子がラジオ関西で３月５日（木）午
前５時25分から15分間放送されます。またラジ
オ関西ホームページでも閲覧できます。
（１/29 赤穂幼稚園）

青い目の人形「メリー」再会の旅
残った人形と再会し命と平和の大切さを学ぶ残った人形と再会し命と平和の大切さを学ぶ

今年１年の無火災を祈願して今年１年の無火災を祈願して消防出初式
「消防出初式」が１月12日、千種川河川敷で開催され、消防団員や消防職員など約550人が
参加し、防火への誓いを新たにしました。
1 火災・災害のない平和な１年を願う消防団員と消防職員　2 ポンプ車15台と放水砲に
よる７色の一斉放水（１/12 千種川河川敷）

坂越小学校では、阪神・淡路大震災から20年が経過する１
月17日を前に、「震災を知る・伝える」「命の大切さ」を学ぶ場
として追悼集会を開催しました。兵庫県防災士会の金井貴子
氏による命を守る講話の後、全校児童が「幸せ運べるように」
を合唱しました。（１/16 坂越小学校）

１．17を忘れない１．17を忘れない阪神・淡路大震災20年追悼集会
赤穂東中学校では、１年生のキャリア教育の一環として、赤
穂市民病院看護師の中林由香さん（坂越中出身）と中京テ
レビ放送アナウンサーの濱田隼平さん（赤穂中出身）を招
き進路学習会を開催しました。講師の２人は、恩師が赤穂
東中にいる縁で引き受けられ、「夢や目標を持って取り組む
こと」などを話されました。（１/22 赤穂東中学校）

看護師、アナウンサーを招聘看護師、アナウンサーを招聘進路学習会「先輩から学ぶ」

フォトニュース
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国保医療だより  医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

ご存知ですか？　高額療養費制度

　手続きが漏れたり遅れ
たりすると、◎将来の老
齢年金の受給額が減って
しまったり、◎万が一病
気やケガで障がいが残っ
たときや、亡くなった場
合に、障害年金や遺族年
金が受け取れなくなる場
合もあります。お気軽に
お問い合わせください。
●問い合わせ先
　姫路年金事務所
 ☎079・224・6382
　ねんきんダイヤル
　 ☎0570・05・1165

　医療機関等の窓口で支払った医療費の自己負担額
が、１ヵ月に一定の額（自己負担限度額）を超えた場合、
申請をして認められれば、その超えた額が高額療養費
としてあとから支給されます。

●高額療養費のポイント
①  自己負担限度額は、世帯の所得や年齢によって異な
ります。（別表）

②  １ヵ月ごと（１日から末日まで）の受診について計算
します。

③  入院時の食事代や差額ベッド代、診断書料、その他
保険適用外の費用は対象外です。

●70歳未満の人の計算上の注意
①受診者ごとに別々に計算します。
②受診した医療機関ごとに別々に計算します。
③  同じ医療機関でも歯科は別計算。また、入院と外来
も別々に計算します。

④  院外処方で調剤を受けたときは、処方せんを交付し
た外来の医療費と合算して計算します。

・  ①～④で別々に計算したもののうち、個々の合計額
が２万１千円以上のものが高額療養費の計算の対象
となります。

・  計算の対象となる医療費の合計額が、高額療養費の
自己負担限度額を超えた場合に、その超えた額が支
給されます。

●70歳以上75歳未満の人の計算上の注意
①  外来は、受診者ごとに自己負担額を合算して、個人
ごとの自己負担限度額を超えた額が支給されます。

②  入院を含む場合は、すべての自己負担額を合算して、
世帯ごとの自己負担限度額を超えた額が支給されま
す。

③  病院・診療所、歯科の区別なく、すべて合算して計
算します。

●申請に必要なもの
①  被保険者証②医療機関等発行の領収書③印鑑④振込
先の口座が確認できるもの

●  入院や外来で高額な診療を受けるときは「限度額適
用認定証」の交付を受けてください

　70歳未満の人（別表ⒶⒷⒸⒹⒺ）、又は70歳以上75
歳未満の人で市民税非課税世帯の人（別表Ⓗ）は、「限度
額適用認定証」を医療機関の窓口に提示することによ
り、窓口での支払いが所得に応じた自己負担限度額ま
でとなります。
　入院や外来で高額な診療を受ける予定がある人は、
あらかじめ医療介護課国保医療係の窓口に被保険者
証、印鑑をお持ちのうえ交付を申請してください。
　なお、70歳以上75歳未満の人で市民税課税世帯の
人（別表ⒻⒼ）は、「高齢受給者証」を提示するだけで支
払いが限度額までとなるため、申請の必要はありま 
せん。

国民年金掲示板
こんな時には届出が必要です

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

●障害者控除
　要介護認定を受けた65歳以上の人は、介助の必要性や
認知症の度合い等により、障害者手帳等がなくても障害
者控除が受けられる場合があります。要件に該当する人
は、申請により、当該年度の12月31日現在の状態を、要
介護認定調査票で確認し、「障害者控除対象者認定書」を
交付します。
●医療費控除

▽おむつ代
・  要介護認定を受け、おむつ代の医療費控除を受けるの
が２年目以降の人＝申請により、寝たきりの度合いや
尿失禁の有無を主治医意見書で確認し、「おむつ使用確
認書」を交付します。

・  初めておむつ代についての医療費控除を受ける人、又
は主治医意見書の内容が所定の要件を満たさない人＝
別途医師が発行する「おむつ使用証明書」が必要です。

介護保険相談室
確定申告の準備を！　介護保険と関係のある控除について

高齢者を見守る支えるネットワーク

　医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947

別表：自己負担限度額（月額）

70歳未満の人

所得区分
（旧ただし書所得）

自己負担限度額
※４回目以降

Ⓐ 901万円超 252,600円 ＋　
（総医療費－842,000円）×1％ 140,100円

Ⓑ 600万円超
　 901万円以下

167,400円 ＋　
（総医療費－558,000円）×1％ 93,000円

Ⓒ 210万円超
　 600万円以下

80,100円 ＋
（総医療費－267,000円）×1％

44,400円

Ⓓ 210万円以下 57,600円　

Ⓔ 市民税
　 非課税世帯

35,400円　 24,600円

・ 旧ただし書所得 ： 総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた額
・ 市民税非課税世帯 ： 世帯主及び国保加入者全員が市民税非課税の世帯

※ 同じ世帯で、過去12ヵ月間に高額療養費の支給を４回以上受けている場合
は、４回目以降は自己負担限度額が引き下げられます。

70歳以上75歳未満の人

所得区分

自己負担限度額

外来のみ
（個人単位）

外来 ＋ 入院
（世帯単位）

Ⓕ 現役並み
　 所得者

44,400円
　 80,100円 ＋

（総医療費－267,000円）×1％
※ 4回目以降  44,400円

Ⓖ 一般 12,000円 44,400円

Ⓗ 低所得者
Ⅱ

8,000円
24,600円

Ⅰ  15,000円

・ 現役並み所得者：70歳以上75歳未満の国保加入者で、地方税法上の課税所
得が145万円以上の人がいる世帯
・ 低所得者Ⅱ：世帯主及び国保加入者全員が市民税非課税の世帯
・ 低所得者Ⅰ：世帯主及び国保加入者全員が市民税非課税で、かつ課税所得が
０円の世帯

こ　ん　な　と　き どこに問い合わせるか？
会社を退職したとき

市役所

配偶者の扶養からはずれたとき（離婚したとき含む）
海外に居住するとき
海外から帰ったとき
60 ～ 65歳になるまで任意加入したいとき

20歳になったとき
第1号被保険者
第3号被保険者

配偶者の勤務先結婚や退職等で配偶者の扶養になったとき

年金手帳をなくしたとき
第3号被保険者
第1号被保険者

市役所・姫路年金事務所
学生のため保険料の納付猶予を申請したいとき
保険料を納めるのが困難なとき
クレジットカード納付を申し込む（変更する）とき
納付書を紛失したとき
口座振替を申し込む ( 変更する ) とき 金融機関・市役所・姫路年金事務所
定額以上の保険料を納めたいとき（付加保険料） 市役所

●  
応
募
資
格　
　

市
内
在
住
の
介

護
保
険
被
保
険
者（
昭
和
50
年

４
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
） 　

現
在
、
市
職
員
、
市
議

会
議
員
で
な
い
こ
と

●  

募
集
人
数（
予
定
）　

２
名（
１

号
被
保
険
者
及
び
２
号
被
保
険

者
よ
り
各
１
名
）

●  

任
期 

平
成
27
年
４
月
〜
平
成

30
年
３
月（
３
年
）

●  

応
募
方
法　

次
の
書
類
を
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
メ

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 　

４
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト

「
テ
ー
マ
：
地
域
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
」（
書
式
自
由
） 　

住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
載
し
た
申
込
書（
書

式
自
由
）

●
締
切　

３
月
13
日（
金
）必
着

※  

提
出
い
た
だ
い
た
レ
ポ
ー
ト
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
選
考
結
果
は
３

月
中
に
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
678

－

0292

　

赤
穂
市
加
里
屋
81
番
地

　

医
療
介
護
課 

介
護
保
険
係

 

☎
43
・
６
９
４
７

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
・
３
３
９
６

　

  

Ｅ
メ
ー
ル　

kaigo@
city.ako.

lg.jp 

▽

▽

▽
▽

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
及
び
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

●介護サービスの利用に係る費用
　下表の医療費控除の対象となる範囲が控除対象となります。

サービスの種類（介護予防を含む） 医療費控除の
対象となる範囲

在
宅
サ
ー
ビ
ス

医
　
療

　
系

①訪問看護
②訪問リハビリテーション
③居宅療養管理指導

サービス費の自己負
担分

④通所リハビリテーション サービス費の自己負
担分と食費

⑤短期入所療養介護 サービス費の自己負
担分と食費、滞在費

福
　
祉

　
系

⑥訪問介護（生活中心型除く）
⑦訪問入浴介護
⑧夜間対応型訪問介護
⑨通所介護・認知症対応型通所介護
⑩小規模多機能型居宅介護
⑪短期入所生活介護

サービス
費の自己
負担分

① ～ ⑤ の
サ ー ビ ス
と 併 せ て
利 用 す る
場合のみ、
医 療 費 控
除の対象

施
設
サ
ー
ビ
ス

⑫介護老人保健施設
⑬介護療養型医療施設

サービス費の自己負
担分と食費、居住費

⑭介護老人福祉施設
⑮指定地域密着型介護老人福祉施設

サービス費の自己負
担分と食費、居住費
のそれぞれ２分の１
の額
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平
成
27
年
度
に
本
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
等
並
び
に
物
品
納
入

な
ど
の
入
札
参
加
希
望
者
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

昨
年
登
録
さ
れ
た
方
は
、
今
回

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●  

受
付
期
間　

２
月
９
日（
月
）〜

20
日（
金
） 

※
土
日
祝
日
は
除

く
。

●  

提
出
場
所

①  

建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
等
＝
契
約
管
財
課

②
物
品
納
入
＝
会
計
課

●  

提
出
書
類　

申
請
書
提
出
要
領

に
記
載
の
と
お
り
。要
領
、指
定

様
式
等
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
契
約
管
財
課

又
は
会
計
課
で
配
布
し
ま
す
。

●  

提
出
方
法　

郵
送
又
は
持
参

問 

契
約
管
財
課 

契
約
検
査
係

 

☎
43
・
６
８
６
５

　

会
計
課 

☎
43
・
６
８
０
２

　

平
成
27
年
度
に
本
市
が
発
注
す

る
小
規
模
工
事
の
契
約
を
希
望
す

る
事
業
者
は
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※  

昨
年
登
録
さ
れ
た
方
は
、
今
回

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●  

小
規
模
工
事
と
は　

小
規
模
な

申請

入
札
参
加
希
望
者
は

申
請
を

申請
小
規
模
工
事
契
約
希
望
事
業
者

登
録
制
度
の
追
加
受
付

維
持
工
事
や
施
設
等
の
修
繕
工

事
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る

工
事
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
随
意
契
約
に
よ
る
も
の

②  

工
事
の
内
容
が
軽
易
で
、
履
行

の
確
保
が
容
易
な
も
の

③  

発
注
金
額
が
50
万
円
未
満
の
も
の

●   

登
録
で
き
る
事
業
者

　

市
内
に
本
社
の
あ
る
法
人

　

市
内
に
在
住
の
個
人
事
業
者

●   

登
録
で
き
な
い
場
合

①  

破
産
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被

保
佐
人
、
被
補
助
人

②  

市
の
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
場
合

③
市
税
を
完
納
し
て
い
な
い
場
合

④
暴
力
団
員
等

●   

登
録
方
法

　

受
付
期
間
＝
2
月
9
日（
月
）〜

20
日（
金
） 

※
土
日
、
祝
日
は

除
く
。

　

受
付
場
所
＝
契
約
管
財
課

　

提
出
書
類
＝
赤
穂
市
小
規
模
工

事
契
約
希
望
事
業
者
登
録
申
請

書　

※
様
式
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
契
約

管
財
課
契
約
検
査
係
で
配
布
し

ま
す
。

問
契
約
管
財
課 

☎
43
・
６
８
６
５

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
市

町
組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
の
臨
時
講
師
及
び
非
常
勤
講
師

の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●   

応
募
資
格　

小
・
中
・
高
等
学

校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所
有
者

又
は
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
で
き
る
人

●   

登
録
受
付　

市
販
の
履
歴
書
を

提
出
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
に

つ
い
て
は
、
３
月
13
日（
金
）必

着
。

●   

受
付
、
問
い
合
わ
せ
先

　

  

播
磨
西
教
育
事
務
所 

光
都
教

育
振
興
室 

☎
58
・
２
２
６
４

　

赤
穂
市
教
育
委
員
会 

指
導
課

 

☎
43
・
６
８
６
０

　
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in
あ

こ
う
」で
は
、
自
分
に
合
っ
た
職

場
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
と
し

て
、「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●   

日
時　

３
月
14
日（
土
）

　

セ
ミ
ナ
ー
＝
午
前
11
時
〜

　

企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

＝
午
後
１
時
〜

　

企
業
説
明
会
＝
午
後
１
時
30
分
〜

●   

場
所　

市
民
会
館 

第
４
会
議

室（
企
業
説
明
会
は
大
会
議
室
）

●   

対
象　

平
成
27
年
3
月
又
は
平

成
28
年
3
月
大
学
等
卒
業
予
定

者
及
び
44
歳
以
下
既
卒
若
年
者

●   

定
員　

20
名（
事
前
申
込
必
要
・

先
着
順
）

●   

参
加
料　

無
料

●   

申
込
方
法　

産
業
観
光
課
ま

で
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●   

参
加
企
業　

西
播
磨
地
域
に
事

業
所
が
あ
る
優
良
企
業
25
社
程

度
が
参
加
。
参
加
企
業
等
の
詳

細
は
後
日
、
市
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
産
業
観
光
課 

☎
43
・
６
８
３
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
46
・
３
４
０
０

●   

日
時　

３
月
15
日（
日
） 

　

午
前
９
時
〜
正
午

●   

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
（
赤
穂

市
消
防
本
部
３
階
）

●   

対
象　
　

赤
穂
市
、
上
郡
町
、

播
磨
科
学
公
園
都
市
内
在
住
・

在
勤
の
中
学
生
以
上
の
人

　
　

20
名
程
度

●   

受
付
締
切　

３
月
13
日（
金
） 

　

  

午
後
８
時
ま
で
に
電
話
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※  

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※  

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
赤
穂
市
消
防
本
部 

救
急
課

 

☎
43
・
６
８
８
４

　

上
郡
消
防
署 

救
急
係

 

☎
52
・
５
１
１
９

　

上
郡
消
防
署 

新
都
市
分
署

 

☎
58
・
０
１
１
９

　

水
道
使
用
量
等
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）に
有
料
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。
検
針
票
は
、
約

２
２
，０
０
０
件
の
水
道
使
用
者

に
対
し
て
、
２
ヵ
月
に
一
度
、
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
、
配
布
す

る
も
の
で
す
。

●   

対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
市
税
、
水
道
料
金
及
び
下

水
道
使
用
料
等
の
滞
納
が
な
い

も
の

●   

広
告
内
容　

公
共
性
や
中
立
性

及
び
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
が

な
い
も
の

●   

規
格　

検
針
票
裏
面
下
１
枠　

縦
70
㎜
×
横
75
㎜ 

青
色
１
色
刷

●   

掲
載
期
間　

平
成
27
年
４
月
検

針
分
〜
平
成
28
年
３
月
検
針
分

●   

掲
載
料　

１
３
０
，０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
抜

き
）

●   

募
集　

２
月
20
日（
金
）ま
で

●   

申
込
方
法　

上
下
水
道
部
総
務

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
広
告
原
稿
を
添

付
し
て
、
持
参
又
は
郵
送
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
＝
土
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分 　

郵
送
＝
２
月
20
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
必
着

▽▽▽▽▽募集

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

臨
時
講
師
等

募集
「
西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア

in
あ
こ
う

▽▽▽

募集

普
通
救
命
講
習

▽

▽

募集

水
道
検
針
票
有
料
広
告

▽

▽

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
～地球のためにできること～

赤穂市立学校給食センターパート調理員募集

平成２７年度　高齢者大学新入生募集

市臨時職員募集

赤穂市文化とみどり財団臨時職員募集

職　種 募集
人員 応募資格 賃金

（見込） 勤務時間等

パート
調理員 ２名

年齢45歳未
満（ 昭 和45
年４月２日
以降に生ま
れた人）

時給
810円

学校給食センター
勤務時間は、各曜日により
１日３～６時間で週ロー
テーション勤務。（勤務日に
より多少の変更あり）
※土日、祝日、学校の春、夏、
冬休みは勤務なし

●採用予定　平成27年４月
●試験日時　３月７日（土） 午前９時～
●試験会場　学校給食センター
●  応募方法　２月27日（金）までに、指定の履歴書を学
校給食センターへ持参。（履歴書は学校給食センター
にあります。）受付時間は午前８時～午後４時45分、
土・日、祝日を除く。

問学校給食センター　☎４８・７１５１

　各公民館では、60歳以上の皆さんの “生涯学習の場 ” 
高齢者大学の平成27年度新入生を募集します。学園
の仲間と一緒に楽しく学び、出会いを求めて活動しま
せんか。
●  入学資格　60歳以上（昭和30年４月１日以前に生ま
れた人）

●履修期間　４年　
●受講料　無料（別途、学生会の会費が必要です）
●講義　原則月２回の講義、午前10時～ 11時30分
●申込　 ▽３月23日（月）までに各地区公民館へ
　　　　 ▽中央公民館は３月22日（日）まで
地　区 学園名 講義日 申　　込　　先
赤穂 蓼　州 第2・4木曜日 中央公民館　☎４３・７４５０
城西 城　西 第2・4水曜日 城西公民館　☎４５・７０６２
塩屋 塩　屋 第1・3金曜日 塩屋公民館　☎４２・３３７９
西部 赤穂西 第1・3水曜日

赤穂西公民館　☎４５・３２９２
福浦 福　寿 第2・4金曜日
尾崎 尾　崎 第2・4木曜日 尾崎公民館　☎４２・２１３９
御崎 みさき 第2・4火曜日 御崎公民館　☎４３・７４５３
坂越 坂　越 第１・３火曜日 坂越公民館　☎４８・８０８０

高雄 高　雄 第１・３木曜日 高雄公民館　☎４８・７５００
（有線５６１１）

有年 う　ね 第１・３水曜日 有年公民館　☎４９・２００４
  （有線２５９１）

職　種 募集
人員 応募資格 賃金

（見込） 勤務時間等

臨時指導員
（あしたば園）

１名
程度

保育士免許を有
する人、又は同
免許を取得する
見込みの人

日額
7,400円

あしたば園（福祉会
館内）
８：30 ～ 17：15
（月～金）

アフター
スクール
指導員

（パート）

若干名

保育士、幼稚園
教諭、小学校教
諭等のいずれか
の免許を有する
人、又は同免許
を取得する見込
みの人

時給
950円

アフタースクール
14：00 ～ 18：00
（月～金）
８：00 ～ 18：00
（長期休業日、土曜
日）勤務時間、出勤
日数については別
途相談

子育て学習
センター
指導員

（パート）

１名
程度

保育士、幼稚園
教諭のいずれか
の免許を有する
人、又は同免許
を取得する見込
みの人

時給
950円

子育て学習センター
10：00 ～ 16：00
（火～金）
勤務時間、出勤日
数については別途
相談

●採用予定　平成27年４月　
●試験日時等　別途連絡します。　●試験内容　面接
●  応募方法　３月10日（火）までに、指定の履歴書を
人事課へ持参。（履歴書は人事課にあります。）受付時
間は午前８時30分～午後５時15分、土・日、祝日
を除く。 問人事課　☎４３・６８６３

職種 募集人員 賃金（見込） 勤務時間等

臨時
事務職員

１名程度
日額
6,300円

文化会館外財団の文化施設
８：30 ～ 17：15
土日・祝日を含めた交替勤務

臨時
作業員

１名程度
日額
6,700円

海洋科学館・塩の国
８：00 ～ 16：45
月に11日程度

●採用予定　平成27年４月
●試験日時　３月２日（月） 午前10時～
●試験会場　文化会館
●試験内容　面接及び作文（臨時作業員は作文を除く）
●  応募方法　２月13日（金）～ 26日（木）までに受験申
込書を赤穂市文化とみどり財団事務局へ持参。（申込
書は文化会館内事務局にあります。）受付時間は午前
８時30分～午後５時15分、火曜日（休館日）を除く。

問赤穂市文化とみどり財団事務局 ☎４３・３２６９
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●  

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
人
、

会
員
と
な
っ
て
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
？
意
欲
の
あ
る
人
は
入

会
説
明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
の
右
下

に
最
新
の
就
業
募
集
状
況
を
載
せ

て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●  

３
月
の
入
会
説
明
会

　

日
時　

３
月
９
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

　

場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問  

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー 

☎
43
・
７
２
０
０

　

http://w
w
w
.ako-sjc.jp/

古
新
聞
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

保
存
年
限
を
過
ぎ
た
古
新
聞
お

譲
り
し
ま
す
。
図
書
館
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

●  

期
間　

２
月
17
日（
火
）〜
28
日

（
土
）

●  

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
古
新
聞

　

平
成
25
年
１
月
〜
12
月
分（
神

戸
新
聞
・
赤
穂
新
聞
・
赤
穂
民
報

を
除
く
）

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

●  

期
間　

３
月
３
日（
火
）〜
11
日

（
水
）

※  

休
館
に
伴
い
２
月
17
日（
火
）〜

３
月
１
日（
日
）ま
で
は
、
貸
出

期
間
を
４
週
間
、
貸
出
冊
数
を

20
冊（
う
ち
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
４
点
）ま
で
と
し
ま

す
。

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却（
Ｃ
Ｄ
・

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
除
く
）は
玄

関
横
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

２
月
の
祝
日
開
館

　

２
月
11
日（
水
・
建
国
記
念
の

日
）で
す
。

問  

図
書
館 

☎
43
・
０
２
７
５

▽▽お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

問
〒
678

－

0239

　

赤
穂
市
加
里
屋
89
番
地
１

　

上
下
水
道
部 

総
務
課

 

☎
43
・
１
２
７
２

●  

日
時　

２
月
14
日（
土
）

　

午
後
４
時
30
分
〜

●  

場
所　

伊
和
都
比
売
神
社
、
き

ら
き
ら
坂
周
辺

●  

内
容　
　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

セ
レ
モ
ニ
ー 　

灯
り
の
潮
騒

ナ
イ
ト

●  

そ
の
他　

先
着
１
０
０
名
様
に

入
浴
剤「
赤
穂
温
泉
の
香
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
ぜ
ん
ざ
い
の
お
も

て
な
し
。
カ
ッ
プ
ル
で
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、
抽
選
で
４
組
８

名
の
方
に
記
念
品（
ペ
ア
ス
ト

ラ
ッ
プ
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
赤
穂
観
光
協
会

 

☎
42
・
２
６
０
２

●  

日
時　

２
月
26
日（
木
）

●  

場
所　

高
雄
小
学
校
体
育
館

●  

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時
20
分

●  

内
容　

①
保
護
活
動
取
組
引
き

継
ぎ
会 　

６
年
生
か
ら
５
年

生
の
引
き
継
ぎ 　

10
年
の
振

り
返
り　

②
記
念
講
演
会 　

テ
ー
マ「
生
物
多
様
性
か
ら
見

た
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
の
保
全
」 　

講

師　

兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授

服
部　

保
氏

問  

高
雄
地
区
水
辺
づ
く
り
協
議
会

（
高
雄
小
学
校
）

 

☎
48
・
７
８
７
０

●  

日
時　

２
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●  

場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●  

内
容　

基
調
講
演　

講
師
＝
兵

庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー　

川
村
貴
子
所
長
、
男

女
共
同
参
画
寸
劇「
中
村
家
の

人
々
」、
赤
穂
市
女
性
団
体
懇

話
会
構
成
団
体
の
活
動
発
表
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●  

定
員　

４
０
０
名（
参
加
無
料
）

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す

問 

市
民
対
話
課 

☎
43
・
６
８
１
８

●  

日
時　

３
月
21
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●  

コ
ー
ス　

赤
穂
市
役
所
前
集

合
＝
赤
穂
市
立
有
年
考
古
館
＝

上
郡
町
・
宝
林
寺
＝
上
郡
町
・

法
雲
寺
＝
備
前
市
埋
蔵
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
＝
備
前
市
加
子

浦
歴
史
文
化
館
＝
備
前
市
・
五

味
の
市
＝
赤
穂
市
民
会
館 

（
交

流
会
）＝
赤
穂
市
役
所
解
散

●  

募
集　

２
月
10
日（
火
）か
ら
受

付
。
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人　

先
着
40
人
。

●  

参
加
費　

２
，０
０
０
円
／
人

（
昼
食
・
入
館
料
含
） 

生
涯
学

習
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
返

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

☎
43
・
６
８
５
８

●  

日
時　

２
月
27
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜 

●  

場
所　

市
役
所
２
０
４
会
議
室 

●  

内
容　

平
成
26
度
版「
赤
穂
の

環
境
」に
つ
い
て
外

●  

傍
聴
申
込 　

10
名（
受
付
順
）

※  

当
日
の
会
議
開
催
予
定
時
刻
の

15
分
前
ま
で
に
傍
聴
申
込
票
に

住
所
、
氏
名
を
記
入
。

※  

会
議
を
傍
聴
す
る
人
で
、
会
長

の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
は
、

退
出
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
環
境
課 

☎
43
・
６
８
２
１

　

建
築
士
の
資
格
を
持
つ
専
門
家

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
補
強
を
考
え
て
い

る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い 　

耐
震
補

強
等
の
工
事
費
に
対
す
る
補
助

制
度
を
知
り
た
い 　

具
体
的

な
補
強
方
法
や
効
果
を
知
り
た

い
な
ど

●  

日
時　

２
月
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

無
料
・
予
約
不
要

●  

場
所　

総
合
福
祉
会
館

●  

対
象
者　

昭
和
56
年
５
月
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
の
改

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
補
強

等
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人

問
都
市
整
備
課 

建
築
係

 

☎
43
・
６
８
２
７

　

赤
穂
市
が
事
務
局
を
務
め
て
い

る
赤
穂
市
野
中
・
砂
子
土
地
区
画

整
理
組
合
及
び
赤
穂
市
浜
市
土
地

区
画
整
理
組
合
で
は
、
坂
越
駅
周

辺
に
て
、
住
宅
用
地
と
し
て
保
留

地
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

各
保
留
地
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
区
画
整
理
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●  

保
留
地
販
売
情
報

　

http://w
w
w
.city.ako.lg.jp/

kensetsu/kukaku/horyuuti.
htm
l

問
区
画
整
理
課
☎
43
・
６
８
２
９

●  

お
仕
事
承
り
ま
す

　

不
用
品
の
処
分

　

大
工
・
左
官
仕
事

　

人
材
派
遣
等

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

催し
「
赤
穂
御
崎
」恋
人
の
聖
地
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
設
置
セ
レ
モ
ニ
ー

▽

▽

催し

地
域
の
宝
・
ハ
マ
ウ
ツ
ボ

守
り
育
て
て
10
周
年

▽

▽

▽
▽

催し

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム

催し
東
備
西
播
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業

「
指
定
文
化
財
・
文
化
施
設
等
巡
り
ツ
ア
ー
」

審議会

赤
穂
市
環
境
審
議
会

相談会

第
１
回　

赤
穂
市
住
宅

耐
震
化
相
談
会

▽

▽▽

お知らせ

保
留
地（
住
宅
用
地
）

販
売

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

▽▽▽

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

弁護士がお手伝いします弁護士がお手伝いします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・借金問題
刑事事件・その他

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

出　演：ピアノ、独唱、合唱、リコーダーの約20組

第20回　ハーモニーフリーステージ　　反響板使用の部

入場料：500円(体験つき)　※友の会割引なし
申込み締切：平成27年２月14日（土）

能楽の祖　秦河勝　ゆかりの地　赤穂

能囃子の魅力～素謡と囃子謡のちがいをワンコインで体験してみませんか～

国立能楽堂による初心者・親子のための講座
先着30名

入場無料

2015年３月８日(日) 13：00開演（予定）　大ホール

入場料：＜前売＞一般6,000円　友の会5,500円
　　　　＜当日＞一般6,500円　※友の会割引なし
発売日： 友の会発売中、一般2月28日(土)　※窓口午前9時～、電話予約午

後1時～　※3歳以上有料。３歳未満の入場はご遠慮ください。

May J. Spring Tour 2015
2015年４月16日(木) 18：30開演　大ホール　全席指定

※詳細は決まり次第お知らせします。

花＊花コンサート(仮)
2015年５月23日(土) 開演時間未定　大ホール　全席指定

2015年２月21日(土) 13：00～16：00　リハーサル室ほか

第14期生募集！！　ハーモニーヴァイオリンアンサンブル教室　

募集期間　１月24日(土)～２月23日(月)
※詳細はお問い合わせください。

27年度事業のお知らせ

※27年度友の会会員募集中！！

今月発売

３月発売
予定

防衛省　自衛官候補生募集
　防衛省では、次のとおり自衛官候補生を募集してい
ます。
　ご希望の方は、下記の応募方法により志願票等を請
求してください。
募集種目 資格 受付期間 第1次試験日
自衛官
候補生
（男子）

18歳以上27
歳未満の人

年間通じて
受付

受付時にお知
らせします

●応募方法
　  　募集要項・志願票・受験票を自衛隊兵庫地方協力
本部に請求し、必要事項をご記入の上、ご提出くだ
さい。

●問い合わせ先
　自衛隊兵庫地方協力本部
　〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-4-3
　神戸防災合同庁舎4階 ☎078・261・9777（代表）
 URL http://www.mod.go.jp/pco/hyogo/
　相生地域事務所 ☎２３・２７５０
　市民課 ☎４３・６８１９
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編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/

2015年 2 月e
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ee
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移送サービスの利用について

歳末たすけあい運動にご協力ありがとうございました

心配ごと相談所のご案内（２月18日～３月11日まで）

小地域リーダー研修会　受講者募集

「地域福祉って？？」にお応えします！

【一般相談】
　２月25日（水）、３月４日（水）、３月11日（水）
【弁護士相談】　（要予約）
　２月18日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】　（要予約）
　２月25日（水）、３月４日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※  費用は無料です。相談のご予約・お問い合わせは
社協まで。

　心配ごと相談所は、日常生活で困っていること、
悩んでいることについて誰でも相談できるところ
です。
　相談内容が外部に漏れることは一切ありません
ので、安心してご相談ください。
　費用は無料となっております。
　相談のご予約・お問い合わせは社協まで。

※弁護士相談・こころの相談は予約が必要です。
　ご注意ください。

　様々な実践発表を通して、今一度地域を
考える機会、住民相互のたすけあい活動を
考える機会として、研修会を開催します。

●日　時　第１回　２月28日（土）
　　　　　第２回　３月７日（土）
　　　　　ともに午後１時30分～４時
●場　所　総合福祉会館 ３階集会室
●参加費　無料
●申込締切　第１回　２月20日（金）
　　　　　第２回　２月28日（土）
※  ２回シリーズの講座ですが、１回だけの
参加も可能です。

　社協では、「福祉について知りたい！！」という地域に伺い、小地域福祉研修会を開催しています。
　自分たちの暮らしている地域福祉の現状や、介護保険事業、社協の事業等について詳しく説明します。
また、地域の課題については、解決に向けて住民の方々と一緒に考えていきます。

　地域福祉の現状について考えてみませんか？研修会開催の際は、是非社協までお声かけください！

～あなたの地区でも小地域福祉研修会を開催しませんか？～

（第１回）
「福祉協力校実践発表と小地域福祉活動」
　　―みんなで作ろう地域の輪―
　・福祉協力校実践発表（西小・尾崎小・坂越小）
　・  ふれあい・いきいきサロン実践発表（新町サロン）
　講師　兵庫県レクリエーション協会副会長
 　速水　順一郎 氏
（第２回）
「小地域福祉活動とたすけあい活動」
　　―地域で自分らしく暮らすために―
　・パートナーサービス実践発表（本水尾・上高谷）
　・  ふれあい・いきいきサロン実践発表（「しおかぜ（福浦）」）
　講師　関西福祉大学社会福祉学部学部長
 　平松　正臣 氏

自助

地域福祉
の推進 公助共助

一人ひとりが
努力すること

行政などによる
公的な支援

地域にによる
助けあい
支えあい

地域福祉推進のイメージ

連携・協力 連携・協力

連携・協力

　現代社会では「孤独死」「無縁社会」
という言葉が多く聞かれますが、そ
れらの課題を見過ごすことができな
い状況となってきています。また、
若者が市外へ出てしまい、地域に高
齢者しかいないというところも出て
います。
　そのような課題に対し、「自助・共
助・公助」のそれぞれの役割を果た
しながら相互に連携・協力していく
ことが必要不可欠となっています。

　社協では、日常生活において車いすを必要とする障が
い者や、要介護高齢者の外出（通院など）を援助する活動
を行っています。
　活動は、車いすのまま乗車できるリフト付車両で行わ
れます。
　なお、利用に際しては事
前の申し込み手続きが必要
です。
　詳しくは社協までお問い
合わせください。

実 施 日
月曜日～土曜日
午前８時30分～午後５時15分
（日曜・祝日・年末年始は休み）

利用料金 １回　往復1,000円（片道も同額）

利用条件 赤穂市内在住の方で、家族（介護者）
１名同乗できる方

実施主体 赤穂市社会福祉協議会

協力団体 ボランティアグループ
「てんとうむし」

8,661,621円集まり、7,410,000円配分されました

１．募　金 （単位：円）

募金
種別 目標額 実績額 内　　訳

件　数 1件当たり
戸別

7,500,000

7,432,955 15,160戸 490

職域 148,410 19職域 7,811

法人 548,000 97法人 5,649

有志 225,798 19件 11,884

街頭 94,021 1回 94,021

無人 212,437 301箇所 706

合計 7,500,000 8,661,621 達成率115.5％

２．物　品

もち米30㎏ 高雄小学校児童会

配分実績
 （単位：円）

区　　　　　　分 件　　数 金　　額
在宅重度障がい者（児）（事務費含） 3人 220,000
児童 ･障がい者･老人福祉施設入所者 45人 225,000
被保護 ･要援護世帯児童生徒お年玉 521人 1,124,000
ひとり暮らし老人 ･高齢者世帯へ
友愛訪問

14箇所
（2,228人） 1,852,400

赤穂精華園教材費 １園 30,000
さくらこども学園教材費 １園 30,000
更生保護女性会 助成金 １団体 30,000
三世代交流もちつき大会
（ひとり暮らし老人 ･高齢者世帯）

14箇所
（2,228人） 2,891,600

ふれあいいきいきサロン事業 630,000
介護特別食サービス助成金 275,000

三世代交流事業 37,000

生活困窮者支援事業 65,000

配　分　金　合　計 7,410,000
※募金額と配分額との差額は、次年度に繰り越します。

　昨年12月の歳末たすけあい運動では、目標額を上回る皆さんから温かい気持ちが集まりました。
　寄せられた募金は下記のとおり、支援が必要な方々へのたすけあい金、住民参加型のふれあい事業等に配分されました。
　ありがとうございました。

募金実績
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くらしのカレンダー 2/10 ～ 3/17

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表） ☎43・3201
総合福祉会館 ☎42・1397
保健センター ☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館 ☎43・7450
地域活動支援センター ☎48・1615
赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談
3月

1  松本クリニック ☎ 42・00369：00～ 17：00

2 ●こころのケア相談（要予約） 14：00～ 15：00 

3 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

4

●農地相談　10：00～ 11：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 
●3歳児健診（H23.9月生） 13：30～ 14：30 

5

6 ●健康相談　9：00～ 11：00 

7

8  赤穂記念病院　加里屋診療所 ☎ 43・27179：00～ 17：00

9 ●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 

10 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

11

●献血　9：30～ 11：30 
●心配ごと相談 13：00～ 17：00 
●２歳児歯科健診（H24.7.8月生） 13：30～ 14：30　受付 
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

12 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

13 ●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 

14
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

15  久保川医院 ☎ 42・21409：00～ 17：00

16

17
●献血　9：15～ 11：30 赤穂市消防本部
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

人口の動き（12月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,284戸 （－ 13）

人口 49,944人 （－ 43）

男 24,149人 （－ 15）

女 25,795人 （－ 28）

 （　）内は前月比
◎12月中の異動
出生 23人（＋ 2） 転出 76人（＋ 14）
死亡 46人（－ 1） その他増 0人（± 0）
転入 56人（－ 14） その他減 0人（± 0）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 12月 平成26年累計
発生件数 145（＋ 4） 1,408（－ 5）
　人身 27（＋ 11） 229（＋ 24）
　物損 118（－ 7） 1,179（－ 29）
死者 0（－ 1） 1（－ 4）
重傷 6（＋ 4） 23（＋ 4）
軽傷 25（＋ 12） 241（＋ 30）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 12月 平成26年累計
火災 0（－ 1） 12（－ 2）
救急 199（＋ 27） 1,768（－ 29）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは
 ☎43・6899 まで

2月

10
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

11  せの内科クリニック ☎ 56・51159：00～ 17：00

12
●年金出張相談（要予約）　10：00～ 15：00 
●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

13
●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30～ 15：00 

14
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

15  宮崎クリニック ☎ 43・48779：00～ 17：00

16

17
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00
●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 

18

●女性問題専用相談（要予約） 13：00～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 
●１歳６か月児健診（H25.7生） 13：30～ 14：30　受付 

19

20

21
●司法書士による法律相談　9：30～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

22  きっかわ整形外科 ☎ 43・18119：00～ 17：00

23

24
●健康相談　9：00～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00

25
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

26

27 ●ベビーレッスン　13：30～ 15：00 

28

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（12月19日～１月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
松 原 町 匿 名 3,000 車椅子借用御礼
尾 崎 瀬戸内ホーム 653 善意の募金箱
御 崎 かんぽの宿赤穂 8,951 善意の募金箱
中 広 総合福祉会館 7,369 善意の募金箱
元 塩 町 匿 名 100,000 御礼
坂 越 前 田 　 資 子 30,000 福祉のために
惣 門 町 匿 名 3,000 車椅子借用御礼
折 方 宮 本 　 正 利 50,000 亡父(信男)満中陰志
中 広 中 田 　 靖 乃 50,000 亡父(高田勉)満中陰志
有年横尾 宮 本 　 尚 吾 50,000 亡父(武司)満中陰志
上 郡 町 三 上 　 芳 範 15,000 福祉のために
キ ャ ン デ ィ ー 5,000 しあわせフェスティバル売上金の一部を

新 田 濱 村 　 和 志 100,000 亡父（秀男）満中陰志
塩 屋 匿 名 5,000 車椅子借用御礼

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

『影絵の世界へようこそ』　　　♪おもちゃで遊ぼう♪
　おもちゃライブラリーでは、冬のイベントとして
影絵を開催します。
　子ども達の想像力を豊かにする光と影の世界を一
緒に楽しみませんか？
　ご参加お待ちしています！

●日　時　２月28日（土）
　　　　　午後１時30分～２時30分
　　　　　※おもちゃライブラリー開催時間内
●場　所　総合福祉会館１階 教養娯楽室
●講　師　影絵サークル『かげっこ』
　　　　　代表　松本　久美 氏他
●参加費　無料
●定　員　50名
●申込受付　２月10日（火）～２月20日（金）
　　　　　  参加申し込みは、
　　　　　社会福祉協議会（☎４２・１３９７）まで

　おもちゃライブラリーでは、楽しいおもちゃを多
数用意しています。
　開設日にはおもちゃの無料貸し出しも行っています。
●開設日
　毎月　第２木曜日　午前10時～正午
　　　　第４土曜日　午後１時30分～３時30分
●場　所　総合福祉会館１階 教養娯楽室

　おもちゃ病院では、「ものを大切にする心
を育んでもらいたい」との思いを込めて子
どもの大切なおもちゃを修理しています。
●開院日
　毎月　第２木曜日　午前10時～11時（修理受付のみ）
　　　　第４土曜日　午後１時～２時（受付・修理）
●場　所　総合福祉会館１階 健康相談室
●費　用　無料（一部部品代を頂くこともあります）

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】 桝本　　　章 粟井　　鐡芳
 橋本　捷一郎 幸田　きく江

一般会員　１口　500円・賛助会員　１口　2,000円
法人会員　１口　5,000円

賛助会費ありがとうございました〈敬称略〉

　地域住民の方が、身近
なところで気軽に集まる
事のできる場である「ふれ
あい・いきいきサロン」活
動の実施・運営を推進す
る実践講座を開催します。

●日　時　３月16日（月） 午後１時30分～４時
●場　所　赤穂市総合福祉会館 ３階集会室
●内　容　①サロンの運営について
　　　　　②自分が楽しんで活動しなきゃ、意味がない
●講　師　motto ひょうご 事務局長　栗木　剛 氏
●参加費　無料
●定　員　40名
●参加対象　  ふれあい・いきいきサロンを現在運営して

いる人
　　　　　  ふれあい・いきいきサロンを新しく始めた

い人、興味がある人
●申込締切　３月６日（金）

ふれあい・いきいきサロン実践講座

ふれあい・いきいきサロンとは？

　あなたの地域に、家に閉じこもりがちになって
いる人はいませんか？
　介護に疲れている人はいませんか？子育てで悩
んでいる人はいませんか？
　こうした人たちが気軽に近くの集会所等に集ま
れる場を地域の方々で企画・運営していく活動が
「ふれあい・いきいきサロン」です。
　あなたの地域でも始めてみませんか？
　詳しい内容は、社協までお問い合わせください。

室

おもちゃライブラリー＆おもちゃ病院のご案内

　　　　　　　　　　　　　

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地域福祉事業の充実や発展
を図るためにも、皆様のあたたかいご援助が必要です。ご協力をお願いします。 
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　フォトニュースで紹介しま
した40年続く坂越幼稚園の
「とんど」や88年前に寄贈され
た赤穂幼稚園の人形「ローズマ
リー」が、色々なかたちで受け
継がれていることに感動しま
した。
　存続の危機を乗り越えたと
んどは、地域の皆さんに支え
られ40回を迎え、特別にとん
ど２基が設置されてました。

　人形は、戦争の影響などで
県内では10体しか残っていな
い貴重なもので、毎年ひな祭
りに披露しているそうです。
　守り続けることの素晴らし
さを学んだては、長年愛用し
破れた財布を修理し、使い続
けることにしました！
　皆さんも、地域の伝統や宝
を大切に守り続けてください
ね。 て

ちゃん ちゃんちゃん 城西町 坂　越加里屋

平成25年９月９日生まれ

父・淳二さん　母・麻衣さんより
「いつも最高の笑顔ありがとう」

父・賢さん　母・ひろみさんより
「やさしい女の子になってね」

宍 戸  優 衣
し し ど ゆ い

平成24年11月８日生まれ

父・哲也さん　母・佳也さんより
「元気いっぱい大きくなってね！」

猿田  沙也乃
さ る た のさ や

濱 村  くれは
は ま む ら

平成25年11月15日生まれ

◆表紙の説明◆　【明石元秀市政がスタート】

　１月18日の赤穂市長選挙で初当選した明石元秀市長が、１月27日、

大勢の職員や市民に迎えられ、初登庁しました。市役所市民広場で

職員から歓迎の花束を受け取った明石市長は、拍手と声援に、笑顔

で応えました。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。
■ 次回の回覧広報あこうは２月25日（水）、
　広報あこうは３月10日（火）の発行予定です。
■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

牡蠣ワンポイント！
牡蠣は良質なたんぱく質とミネラルの宝庫です。旬の味を
楽しみましょう。

牡蠣のシチュー

　瀬戸内・坂越湾の牡蠣は、くせがなく、濃厚で身
がふっくらとしていて、海のミルク成分が豊富です。
湾内には山や千種川からの栄養たっぷりの水が流れ
込み、良質の植物性プランクトンが発生しますが、
これによって坂越の栄養豊富な牡蠣が育まれます。

一口メモ　 　

■編集後記■

＊１人分栄養素＊
エネルギー 231kcal

問保健センター　☎４３・９８５５

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方
①  牡蠣をザルに入れ、水の中で振るうように洗う。
②  白菜は芯と葉の部分に分け、食べやすい大きさに切る。しめじ
は小房に分ける。

③  鍋にバターを入れ中火にかけ、バターが溶けたら牡蠣を入れて、
３～４分火を通し、いったんボウルに上げる。

④  そのままの鍋で白菜の芯を炒め、火が通ればしめじも炒め合わ
せ、さらに小麦粉を加えて、焦がさないように炒める。

⑤  ④に牛乳と③の牡蠣と白菜の葉を加えて、中火で15分くらい
煮込み、塩・こしょうで味を調える。

⑥器に盛り、刻みパセリを飾る。

■材　料（４人分）
牡蠣（むき身） ・・・400ｇ
白菜 ・・・・・・・・1/4株
しめじ ・・・・・・1パック
バター   ・・・・・・・20ｇ
牛乳 ・・・・・・・・600ml

小麦粉 ・・・・・・大さじ４
塩 ・・・・・・・・・・少々
こしょう ・・・・・・・少々
パセリ ・・・・・・・・少々


